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■ワークショップの開催スケジュール 

開 催 日 開 催 場 所 

第１回 平成25年 12 月 21 日 (土) (仮称)岡山総合医療センター現場事務所 

第 2回 平成26年 2 月 1 日 (土) 〃 

第 3 回  2 月 22 日 (土) 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 

第 4回  3 月 8 日 (土) 〃 

 
 
  

第 1 回ワークショップでは、まず現地見学

を行い公園計画地の広さを体感した後、4班に

分かれ「公園でしたいこと」について意見を

出し合いました。 

第 2 回 

ワークショップを開催しました 

平成 26 年 2 月 1 日（土）、（仮称）岡山総合

医療センター現場事務所にて第 2 回ワークシ

ョップを行いました。当日は公募による参加

者や地元町内会の方など 15 名の方に参加し

ていただきました。 

ワークショップで出されたアイデアの一部

は裏面で紹介します。 

当日のプログラム

１．開 会 

２．オリエンテーション 

・前回のふりかえりやワークの進め方など 

３．ワーク 
・｢公園でしたいこと｣、それを実現するため

の「アイデア」や「自分ができること」に

ついて意見を出し合う 

４．各班発表 

５．閉 会 

ワークショップだより 

※ワークショップ開催結果のお知らせです。

vol.2 岡山市は岡山操車場跡地を公園として整備するにあたり、

様々な人々が関わり、関心を持ち育んでいくことで、多くの人

に親しまれる魅力ある空間にしたいと考えています。 

そこで、計画段階から一般の方に参加していただき、「公園で

どんなことをしたいか」、「したいことを実現するために何が必

要か」、「自分達でできることは何か」などをいっしょに考える

場として、ワークショップを開催しています。 

都市整備局 庭園都市推進課（担当：織田） 

電話：086-803-1395 FAX：086-803-1740  〒700-8544 岡山市北区大供一丁目 1番 1号 

問い合わせ先

岡 山操車場跡地 
総 合 公 園 区 域 

ワーク 

発 表 

 「公園でしたいこと」を実現するためのアイデアを出し合いました！

 「自分ができること」も考えます！

前回のワークショップでは 

その結果、合計１０４もの意見が出されました。意見は大きく４つに分類され、第 2回ワー

クショップの検討テーマとしました。 

公園のあり方 環境・癒し 

交流・賑わい・食、市（いち） 遊・運動 

北長瀬駅に近いという特徴を活かした公園 
子どもや老人にふさわしい憩いの公園へ 
雨でも楽しめる公園 
ブランドデザイン 
アート・芸術でつながる公園 etc. 

まとまった緑、実のなる木や花 
四季の木々や花、樹木の育成 
木・土・水・風を感じられる 
障害者や病気の方、家族、ペットが憩いあえる
青空ヨガ、散歩、芝生でピクニック etc. 

イベント会場、食の祭典 
大人の子ども遊びイベント 
廃材活用アート 
森の中のレストラン、オープンカフェ 
四季のポタジェ（菜園）作り etc. 

子ども達が自然を使って自由に遊ぶ 
つくったり壊したり出来る遊び場 
乳幼児と親の遊び場 
火が利用出来る場所 
芝生のグラウンド etc. 

みんなの
参加が 

公園を魅力的 
にします 



 
 
  
  

 

したいこと アイデア できること

みんなの声 ・ワークショップでは、公園で「したいこと」、それを実現するための「アイデア」や自分が「できること」について意見を出し合っていただきました。 

・ワークは４班に分かれて行い、主にそれぞれの班に与えられた検討テーマについて意見を出していただいています。一部ですが意見を紹介します。 

注 1「フューチャーセンター」：異なる立場や考え方を持つ人々を集め、対話を通じて問題解決法や新しいアイデアを生み出す仕組み、およびその施設のこと。 

注 2「コミュニティワーカー」：住民主体の地域活動を支援する専門家のこと。地域でおこる問題などについて、住民が「自分たちの問題である」と意識できるよう支援し、その上で、その問題を住民

自らが組織的に解決していく方法を共に考え、実践を後押しします。 

注 3「アートディレクター」：広告や宣伝、美術展・作品展など美術・芸術表現を用いた演出を計画し、監督する職業。 

テーマ：公園のあり方 テーマ：環境・癒し 

テーマ：交流・賑わい・食、市（いち） テーマ：遊・運動 

公園に関わる人材育成 

人をつなぐ 

 フューチャーセンター(注1)

的な中心施設 

 市民が交流できる会議室 
 ｺﾐｭﾆﾃｨﾜｰｶｰ(注 2)、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ
ｰの配置 

 興味のある事に参加する
 参加型会議のﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ 
 子どもが関わる仕組み作
りに関わる 

したいこと アイデア できること

したいこと アイデア できること

アイデア できること

自由な遊び、使い方、 

可能性を秘めた空間 

 無料の一坪開放地（自己管
理、責任を伴う） 

 規制解除 

 管理の手伝い
 条例、規制の改正 

散歩（世代の交流）

 

障害者や病気の方、家族、

ペットが憩いあえる 

 並木の中の散歩道 
 車いす、乳母車、手押し車、
電動ｶｰﾄに配慮したコース 

 ﾍﾟｯﾄ連れ用の散歩コース 
 ﾏﾅｰの徹底、ﾙｰﾙの周知 

 草取り、剪定の手伝い
 ﾍﾟｯﾄのフンの回収 

 葉っぱなどを掃除した後
の置き場 

 ゴミ、落ち葉掃除

したいこと

まとまった緑

したいこと アイデア できること

イベント 

（大道芸やｺﾝｻｰﾄなど） 

岡山に限定せず広く参加
者を募集 

演出、仕掛けが必要 
定期的に一定の場所で実
施する 

 ｸｵﾘﾃｨを上げることが必要
（公開オーディション） 

運営のための場所 

 PR 方法のコントロール

アートディレクター(注 3) 

オーディションの企画、

運営 

アイデア 

ミニミュンヘン（街を子ど

もが作り運営するｲﾍﾞﾝﾄ） 

キッズフリマ 

イベント 

（子どもならではの発想や

デザイン） 

したいこと できること

子どもに参加をうながす

したいこと アイデア（遊び場） 

子どもが自由に遊ぶ

（ﾌﾟﾚｰﾊﾟｰｸ、冒険遊び場）

水で遊べる、水が自由に使
える、手押しﾎﾟﾝﾌﾟ 

土山（盛ったり崩したり） 
火を使える場所 
落書きコーナー 
 ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷなどを自分達で
作れる 

乳幼児と親の遊び場 

アイデア（遊び場運営）

気安く行って帰れる便利
さ（シャワー、着替え、お

昼寝、ミニ売店） 

汚れたまま入れる運営基
地 

電源もある作業ヤード 
管理運営する人々 

アイデア 

切った木を使った遊びなど 

森の専門家、ボランティアを取り込む 

薪ストーブなどの学ぶ仕掛け 

森で遊ぶ、学ぶ

森を育てる 

したいこと


